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令和５年度健康づくり・スポーツ推進特別委員会中間報告書 構成（案） 

 

１ 付議事件 

運動による介護予防等あらゆる世代の健康づくり及び大規模スポーツイベント開催やスポー

ツ関連施設の整備等スポーツの振興に関すること。 

 

２ 調査・研究テーマ 

アフターコロナにおけるスポーツ振興について 

 

３ テーマ選定の理由 

  スポーツの推進は、人々が感じる楽しさや喜びに根源を持つ身体活動を推進することであり、

心身の健全育成や体力の向上、健康の維持・増進、精神的な充足感の獲得、人格の形成など、市

民が幸せで豊かな生活を送る上で重要な政策である。 

新型コロナウイルス感染症の拡大により様々なスポーツ活動やイベントが延期・中止になった

中、健康維持や運動不足解消を目的としたスポーツ人口の増加により、成人の週１回以上のスポ

ーツ実施率は一時的に増加した。その後、令和３、４年度は減少に転じているが、全体的には右

肩上がりの傾向がうかがえる。 

本年５月８日から新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類感染症に移行し日常生活を

取り戻しつつある中で、コロナ禍でスポーツを始めた人やアフターコロナにおいてスポーツを始

めたいと思っている人がスポーツに親しめる環境を整備することが一層必要になってくること

から、今年度はアフターコロナにおけるスポーツ振興について調査、研究を行うこととした。  

 

４ 委員会活動の経緯等 

（１）令和５年６月７日 委員会開催（第１回） 

ア 議題 

 令和５年度の委員会運営方法について 

イ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

（２）令和５年８月23日 市外視察実施 

   Ｆ・Ｍａｒｉｎｏｓ Ｓｐｏｒｔｓ Ｐａｒｋ～Ｔｒｉｃｏｌｏｒｅ Ｂａｓｅ Ｋｕｒｉｈａ

ｍａ～を視察し、横浜マリノス株式会社の横須賀市における取組について説明を聴取した。 

（３）令和５年９月22日 委員会開催（第２回） 

ア 議題 

調査・研究テーマ「アフターコロナにおけるスポーツ振興」について 

イ 当局説明概要 

 調査・研究テーマに関連する本市施策等について、次のとおり当局から説明を聴取した後

意見交換を行った。 

【出席局】にぎわいスポーツ文化局、健康福祉局、教育委員会事務局 

   ・第３期横浜市スポーツ推進計画の進捗状況について（当局説明の概要を記載） 

ウ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会 

令 和 ６ 年 ２ 月 ６ 日 （ 火 ） 
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（４）令和５年11月30日 委員会開催（第３回） 

ア 議題 

・参考人の招致について 

イ 委員会開催概要 

本委員会の付議事件に関連して、次回委員会において参考人からの意見聴取を行うことを 

決定した。 

参考人：横浜マリノス株式会社マーケティング本部 

マーケティング＆コミュニケーション部 部長  

永井 紘 氏 

案件名：新横浜エリアにおける横浜Ｆ・マリノスの取組について 

（５）令和５年12月５日 委員会開催（第４回） 

ア 議題 

  新横浜エリアにおける横浜Ｆ・マリノスの取組について 

イ 参考人講演概要（参考人の講演の概要を記載） 

ウ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

（６）令和６年２月６日 委員会開催（第５回） 

 ア 議題 

  調査・研究テーマ「アフターコロナにおけるスポーツ振興」について 

イ 委員意見概要（委員会における委員意見等を記載） 

（７）次回委員会（第６回） 

当日の概要を記載 

 

５ アフターコロナにおけるスポーツ振興についてのまとめ 

委員意見等から導き出される本委員会のまとめを記載 

 


